
 

 

光貞小学校 生徒指導部 

 

光
みつ

貞
さだ

小学校
しょうがっこう

では、以下
い か

のきまりを基
もと

に指導
し ど う

・支援
し え ん

をすることで、児童
じ ど う

一人
ひ と り

ひとりの「人間性
にんげんせい

豊か
ゆた  

な実践力
じっせんりょく

」の向上
こうじょう

を目指
め ざ

します。 

 

 ～学
がく

習
しゅう

編
へん

～ 

○チャイムを守
まも

りましょう。 

 ・予
よ

鈴
れい

で次
つぎ

の行
こう

動
どう

に移
うつ

るようにしましょう。 

○他
ほか

の人
ひと

の学
がく

習
しゅう

のじゃまをしないようにしましょう。 

 ・授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

に勝
かっ

手
て

なおしゃべりはやめましょう。 

 ・授
じゅ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

に勝
かっ

手
て

に教
きょう

室
しつ

を出
で

ないようにしましょう。 

 ・トイレは休
やす

み時
じ

間
かん

に済
す

ませておきましょう。 

 ・授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

に手
て

遊
あそ

びはやめましょう。 

 ・授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

に音
おと

を出
だ

さないようにしましょう。 

○教
きょう

室
しつ

移
い

動
どう

は並
なら

んで行
い

きましょう。おしゃべりはせずに、担
たん

任
にん

の先
せん

生
せい

と一
いっ

緒
しょ

に行
い

きましょう。 

○鉛
えん

筆
ぴつ

を使
つか

うようにしましょう。シャープペンシルは持
も

ってきません。 

○ペンケース(筆
ふで

箱
ばこ

)にキーホルダーなどの飾
かざ

りは付
つ

けないようにしましょう。 

 ・ペンケースには、鉛
えん

筆
ぴつ

(Ｂ
ビー

か２Ｂ
ビー

かＨ
エイチ

Ｂ
ビー

)を５本
ほん

、赤
あか

鉛
えん

筆
ぴつ

（４、５、６年生
ねんせい

は赤色
あかいろ

、青色

ボールペン可
      か

。多色やノック式は不可。）を１本
ぽん

ずつ、消
け

しゴム(よく消
き

えるもの)を１個
こ

、

定
じょう

規
ぎ

、油
ゆ

性
せい

ペンを入
い

れるようにしましょう。（必
ひつ

要
よう

な時
とき

は、コンパス、三
さん

角
かく

定
じょう

規
ぎ

も持
も

って

くる。） 

○授
じゅ

業
ぎょう

が始
はじ

まる時
とき

には、机
つくえ

の上
うえ

に、教
きょう

科
か

書
しょ

、ノート、ペンケースを出
だ

しておきましょう。 

○授
じゅ

業
ぎょう

の始
はじ

めと終
お

わりの区
く

切
ぎ

りをはっきりさせましょう。（号
ごう

令
れい

など） 

○連
れん

絡
らく

帳
ちょう

を必
かなら

ず使
し

用
よう

するようにしましょう。体
たい

育
いく

を見
けん

学
がく

する時
とき

は、お家
うち

の人
ひと

から連
れん

絡
らく

帳
ちょう

に書
か

いてもらいましょう。 

 

 

         体育
たいいく

学習
がくしゅう

における服装
ふくそう

について 

体育
たいいく

の学習中
がくしゅうちゅう

は、体操服
たいそうふく

の上下
じょうげ

と赤
あか

白
しろ

帽子
ぼ う し

の３点
．．

セット
．．．

が基本
き ほ ん

 

 (忘れた
わす    

場合
ば あ い

は、原則
げんそく

として見学
けんがく

) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～休
やす

み時
じ

間
かん

編
へん

～ 

○赤
あか

旗
はた

がある時
とき

は運
うん

動
どう

場
じょう

で遊
あそ

べません。 

・休
やす

み時
じ

間
かん

になったら、赤
あか

旗
はた

があるかどうか確
かく

認
にん

するようにしましょう。 

○ボールは運
うん

動
どう

場
じょう

まで手
て

に持
も

って行
い

きます。 

○遊
あそ

びに使
つか

った道
どう

具
ぐ

は、持
も

って行
い

った人
ひと

が片
かた

付
づ

けるようにしましょう。 

○運
うん

動
どう

場
じょう

では、ソフトボールやサッカーなどほかの人
ひと

のじゃまになる遊
あそ

びやあぶない遊
あそ

びはや

めましょう。 

○砂場
す な ば

では、遊
あそ

びません。 

○天
てん

気
き

のよい日
ひ

は、外
そと

で元
げん

気
き

に遊
あそ

びましょう。 

○次
つぎ

の場
ば

所
しょ

では走
はし

ったり、ボールを使
つか

ったりして遊
あそ

ばないようにしましょう。 

 ・下
げ

足
そく

センター、玄
げん

関
かん

前
まえ

、階
かい

段
だん

、廊
ろう

下
か

、ベランダ、体
たい

育
いく

館
かん

の周
まわ

り、中
なか

庭
にわ

、花
か

壇
だん

やその周
まわ

り、砂
すな

場
ば

、プールの周
まわ

りやフェンス、学童
がくどう

の周
まわ

り、ほそうしたところなど。 

 

赤
あか

白
しろ

帽子
ぼ う し

にはゴムひも

を 付け
つ  

、 緩んだ
ゆる    

ら

取り替える
と  か   

。 

体操服
たいそうふく

からはみ出る
  で  

もの

や目立つ
め だ  

色
いろ

のものは、

体操服
たいそうふく

の下
した

に着な
き  

い。 

厚底
あつぞこ

の靴
くつ

は自分
じ ぶ ん

がけ

がをしたり、人
ひと

にけ

がをさせたりするの

で、できるだけ運動
うんどう

靴
ぐつ

にする。 

夏用
なつよう

の体操服
たいそうふく

は、ズボン

にシャツを入れ
い  

る。 

ソックスの長さ
な が  

は膝
ひざ

より下
した

で、華美
か び

になら

ないようにする。 

タイツは禁止
き ん し

。 

気温
き お ん

の低い
ひ く  

時期
じ き

は上着
う わ ぎ

を着て
き  

もよい。ただし、運動
うんどう

種目
しゅもく

に入ったら
は    

脱ぐ
ぬ  

よう

にする。上着
う わ ぎ

は脱ぎやすい
ぬ     

ものにする。 

 


